
昭和３８年８月２３日
第三種郵便物認可 神 奈 川 県 保 険 医 新 聞 （毎月３回５の日発行） （ ）2026 年 6 月 25 日 2第 2323 号

協会ホームページ内「会員ページ」を利用する際は、ユーザー名、パスワードが必要です。ご存知のない方は事務局までお問合せください（℡ 045-313-2111）。

　研究部は2025年11月15日、第28回循環器セミナー

「みんなが納得する高血圧治療とは？―高血圧管理・

治療ガイドラインから―」を協会会議室とWEB併用で

開催し、医師、歯科医師、看護師等162名が参加した。

　特別講演では、『高血圧管理・治療ガイドライン

2025』の作成統括委員会に参画した大阪ろうさい病

院総長の樂木宏実氏が講演。氏は「高血圧10のファ

クトと新ガイドラインJSH2025」をテーマに、ガイドライン改訂のポイ

ントを、作成の裏話も交えて解説。今回高齢者を含め、収縮期血圧

130mmHgを降圧目標とした経緯を、研究結果を示しながら詳説した。また、

広く国民に向けて、正しい知識を知ってもらう目的で策定した『「高血圧」

の10のファクト』についても平易に紹介。降圧薬選択や日本高血圧学会

のYouTubeチャンネルにも触れ、エビデンスに基づいた高血圧に関する

最新情報を提供した。

　総合討論では、特別講演を踏まえ、実臨床における高血圧治療につい

て議論を行い、最後に樂木氏から実地医家に向けて、標準治療として個

別に患者を診ていくうえでのチャネルを増やすために、ガイドラインを

活用してほしいと結んだ。

訂正とお詫び　　訂正とお詫び　　1月25日号2面「第28回循環器セミナー」の講師写真につき

まして、樂木宏実氏ではなく誤って別の方の写真を掲載しました。正しい写

真へ差し替えた上で、ここに原稿を

再掲いたします。訂正し、心よりお

詫び申し上げます。

　

６
月
に
入
り
、
診
療
報
酬

改
定
の
影
響
を
実
感
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
思
う
。
今
回
の

改
定
は
全
体
の
改
定
率
３
・

０９
％
と
近
年
に
な
い
プ
ラ
ス

改
定
に
見
え
る
が
、
職
員
の

賃
上
げ
や
物
価
対
応
な
ど
使

途
が
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の

が
多
く
、
通
常
改
定
分
は
０
・

２５
％
と
前
回
の
０
・
１８
％
を

上
回
っ
た
も
の
の
決
し
て
十

分
と
は
言
え
な
い
。
２
０
２

５
年
度
に
倒
産
し
た
医
療
機

関
数
は
７１
件
と
、
統
計
が
残

る
１
９
８
９
年
度
以
降
で
最

多
を
更
新
、
そ
の
大
半
が
破

産
に
よ
る
倒
産
だ
っ
た
。
今

年
１
～
３
月
の
倒
産
件
数
も

２０
件
と
昨
年
の
１６
件
を
上
回

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
医

療
機
関
の
経
営
は
依
然
と
し

て
厳
し
く
、
さ
ら
に
中
東
情

勢
の
悪
化
が
追
い
打
ち
を
か

け
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
こ

の
ま
ま
で
は
地
域
医
療
の
第

一
線
を
担
う
医
療
機
関
は
減

少
し
、
わ
が
国
の
医
療
体
制

の
崩
壊
に
繋
が
り
か
ね
な
い

非
常
事
態
で
あ
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府

は
未
だ
に
医
療
費
削
減
・
給

付
範
囲
の
縮
小
に
躍
起
だ
。

高
額
療
養
費
制
度
の
負
担
限

度
額
の
引
き
上
げ
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
医
薬
品
の
保
険
給
付
見

直
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
の

窓
口
負
担
増
な
ど
の
メ
ニ
ュ

ー
が
並
ぶ
。
今
国
会
で
成
立

し
た
医
療
保
険
制
度
改
革
関

連
法
案
で
は
、
現
役
世
代
の

医
療
保
険
料
の
軽
減
を
謳
っ

て
い
る
が
、
試
算
で
は
年
間

２
千
２
０
０
円
程
の
軽
減
に

し
か
な
ら
な
い
と
い
う
。
ま

た
、
同
法
案
６３
条
第
２
項
６

に
は
医
薬
品
以
外
の
医
療
行

為
に
つ
い
て
も
「
保
険
外
し
」

を
目
論
む
文
言
が
入
っ
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
国
民
皆

保
険
制
度
の
崩
壊
す
ら
危
惧

さ
れ
る
。

　

一
方
、
患
者
側
も
物
価
高

騰
の
中
で
依
然
と
し
て
実
質

賃
金
は
上
が
ら
ず
、
医
療
費

の
窓
口
負
担
の
ハ
ー
ド
ル
は

上
が
っ
て
い
る
。
国
民
皆
保

険
制
度
の
原
点
に
立
ち
返
れ

ば
、
財
布
の
中
身
を
気
に
せ

ず
、
安
心
し
て
医
療
機
関
に

か
か
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

理
想
だ
。
ま
ず
政
府
が
行
う

べ
き
は
実
質
賃
金
が
上
が
る

よ
う
な
政
策
を
打
つ
こ
と
。

さ
ら
に
社
会
保
障
に
よ
る
所

得
再
分
配
の
強
化
が
必
要
で

あ
る
。
協
会
と
し
て
は
公
的

医
療
給
付
の
尊
さ
と
保
険
料

負
担
の
意
義
、
医
療
保
険
制

度
の
所
得
再
分
配
機
能
な
ど

に
つ
い
て
国
民
の
理
解
を
広

げ
、
「
保
険
医
の
経
営
と
権

利
を
守
り
、
国
民
医
療
を
向

上
さ
せ
る
」
と
い
う
協
会
設

立
の
趣
旨
に
立
ち
返
り
、
運

動
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら
も

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
。

「
開
業
保
険
医
の
経
営
と
生
活
を
守
る
」

協
会
の
設
立
趣
旨
へ
原
点
回
帰
し
、

現
状
を
打
開
し
よ
う

社
会
保
障
論
の
「
通
念
」
を
疑
え

社
会
保
険
は
賃
金
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム

権
丈
・
慶
大
教
授
招
き
講
演
会

キャンセル料の徴収は
「選定療養費として予約料を

徴収する」場合のみ可能です

と
低
位
で
あ
る
と
し
、
先
進
国

比
較
で
は
過
重
負
担
で
は
な
い

と
反
証
し
た
。

　

ま
た
、
社
会
保
険
料
・
税
負

担
が
賃
金
よ
り
上
昇
率
が
高
い

と
す
る
論
調
へ
も
反
論
。
規
模

の
大
き
く
異
な
る
数
値
の
伸
び

率
を
比
較
し
、
多
寡
を
誇
大
に

見
せ
る
印
象
操
作
で
あ
る
と
グ

ラ
フ
も
用
い
て
解
説
。
次
々
と

成
長
戦
略
と
し
て
の
社
会
保
障

制
度
を
多
岐
に
渡
り
縦
横
無
尽

に
講
演
し
た
。

＊
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照

　

医
療
政
策
研
究
室
は
５
月
８

日
、
慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
教

授
・
権

け
ん
じ
ょ
う丈

善よ
し
か
ず一

氏
を
講
師
に
招

き
、「
２
億
円
を
ド
ブ
に
捨
て

ま
す
か
？
社
会
保
障
を
少
し
知

れ
ば
、
得
も
す
る
し
楽
に
生
き

て
い
け
る
の
に
」
と
の
演
題
で

医
療
政
策
講
演
会
を
協
会
会
議

室
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
開
催
。
医

師
６２
名
、
歯
科
医
師
３８
名
の
計

１
０
０
名
と
マ
ス
コ
ミ
１１
名
な

ど
、
北
海
道
か
ら
宮
崎
県
ま
で

合
計
１
３
４
名
が
参
加
し
た
。

　

政
治
経
済
学
者
の
権
丈
氏

は
、
社
会
保
障
制
度
議
論
の
世

界
は
事
実
に
反
す
る
「
通
念
」

の
宝
庫
で
あ
り
、
通
念
を
疑
い

自
分
の
頭
で
考
え
抜
く
こ
と
の

大
切
さ
を
強
調
し
た
。

　

昨
今
、
強
調
さ
れ
て
い
る
社

会
保
障
負
担
の
重
さ
を
明
快
に

解
明
。
日
本
は
社
会
保
障
財
源

の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
２５
・
３
％
で

あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
３５
・
１
％

よ
り
拠
出
割
合
が
低
く
、
国
民

負
担
率
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
２１
番
目

人
口
減
少
悲
観
へ
反
証

肝
は
生
産
性
の
上
昇

　

昨
今
の
人
口
減
少
悲
観
論
に

も
触
れ
、
生
産
年
齢
人
口
を
基

に
、
多
人
数
で
高
齢
者
一
人
を

支
え
る
「
神
輿
型
」
か
ら
、
少

人
数
で
支
え
る「
騎
馬
戦
型
」
、

「
肩
車
型
」
へ
と
図
式
化
し
、

社
会
保
障
の
負
担
悪
化
と
結
び

つ
け
語
る
通
念
の
広
が
り
に
も

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
実
際
に
は

就
業
者
対
非
就
業
者
比
率
は
戦

後
を
通
じ
概
ね
１
対
１
で
推
移

し
、
神
輿
型
構
造
は
一
度
も
な

い
と
喝
破
し
た
。

　

日
本
人
の
生
活
水
準
が
戦
後

一
貫
し
て
向
上
し
た
の
は
生
産

性
が
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
る
と

説
き
、
人
口
比
率
に
依
存
し
た

通
念
は
生
活
水
準
と
制
度
持
続

性
の
決
定
因
子
を
取
り
違
え
て

事
実
で
「
通
念
」
の
実
像
を
解

き
明
か
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
医
療
・
介
護
・

年
金
の
社
会
保
険
は
個
々
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
で
生
じ
る
「
支

出
の
膨
張
」
や
「
収
入
の
途
絶
」

に
対
応
す
る
、
消
費
の
平
準
化

を
果
た
す
た
め
の
「
賃
金
の
欠

陥
を
補
う
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
」
で

あ
る
と
力
説
。
支
え
合
い
の
制

度
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
た

め
の
制
度
、
防
貧
機
能
の
制
度

で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　

年
収
の
壁
と
就
業
調
整
の
陥

穽
も
突
き
、
賃
金
収
入
と
年
金

の
生
涯
賃
金
で
見
て
大
損
す
る

事
実
、
年
金
制
度
へ
の
誤
解
も

丁
寧
に
説
い
た
。

言
及
。
情
報
伝
達
技
術
の
変
化

と
政
治
状
況
も
歴
史
的
に
俯
瞰

し
、
ラ
ジ
オ
の
登
場
が
ヒ
ト
ラ

ー
の
出
現
と
な
っ
た
惨
禍
を
振

り
返
り
、
扇
情
型
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

隆
盛
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

総
医
療
費
は
所
得
が
決
め
て

い
る
と
の
分
析
も
提
示
し
、
制

度
や
政
策
が
権
力
ベ
ク
ト
ル
の

均
衡
で
成
り
立
つ
こ
と
な
ど
も

紹
介
。
再
分
配
政
策
に
よ
り
社

会
の
安
定
と
成
長
の
基
盤
が
作

ら
れ
る
と
説
き
、
灌
漑
施
設
・

い
る
と
、
正
し
た
。

　

最
近
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
ア
テ

ン
シ
ョ
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
情

報
過
多
の
現
代
社
会
に
お
い
て

「
人
々
の
注
目
そ
の
も
の
」
が
経

済
的
価
値
を
持
つ
仕
組
み
）
や
、

閉
鎖
空
間
で
同
質
な
も
の
が
共

鳴
し
他
者
排
除
と
な
る
エ
コ
ー

チ
ェ
ン
バ
ー
、
フ
ィ
ル
タ
ー
バ

ブ
ル
の
弊
害
、「
ポ
ス
ト
真
実
」

政
治
と
民
主
主
義
―
な
ど
に
も

【
経
営
編
】

　

本
年
の
診
療
報
酬
改
定
と
と

も
に
、
選
定
療
養
費
（
療
養
の

給
付
と
直
接
関
係
の
な
い
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
厚
生
労
働
省
に
報

告
を
行
う
こ
と
で
徴
収
で
き
る

料
金
）
と
し
て
、
キ
ャ
ン
セ
ル

料
が
徴
収
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
で
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

予
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
医
療
機
関
に
と
っ
て

は
朗
報
に
思
え
ま
す
が
、
実
は

キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
徴
収
で
き
る

の
は
「
選
定
療
養
費
と
し
て
予

約
料
を
徴
収
し
て
い
る
診
療
の

み
」
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

高
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

う
し
た
点
を
踏
ま
え
て
、
キ
ャ

ン
セ
ル
料
を
徴
収
す
る
べ
き
か

否
か
を
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
徴

収
す
る
場
合
の
金
額
に
つ
い

て
、
協
会
に
お
問
合
せ
を
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
金
額

に
関
す
る
具
体
的
な
規
定
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
社
会
的
に
見
て

妥
当
適
切
な
金
額
設
定
で
あ
る

必
要
は
あ
り
ま
す
。
ホ
テ
ル
や

レ
ス
ト
ラ
ン
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料

は
、「
本
来
支
払
う
金
額
に
対

し
て
何
％
」
と
設
定
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
医
療
機
関
で

は
診
療
内
容
に
よ
っ
て
金
額
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
初
・
再
診

料
な
ど
確
実
に
取
れ
る
金
額
を

も
と
に
計
算
す
る
な
ど
の
方
法

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
少
な
く
と

も
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
徴
収
し

た
方
が
得
に
な
る
よ
う
な
料
金

設
定
は
避
け
る
べ
き
で
す
。

ご
注
意
！

ご
注
意
！

講師の権丈氏

し
ょ
う
か
。

　

通
常
、
保
険
診
療
に
お
い
て

予
約
料
を
徴
収
す
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

事
前
に
厚
生
局
に
報
告
を
行
う

こ
と
で
、
選
定
療
養
費
と
し
て

予
約
料
を
徴
収
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
「
選
定

療
養
費
と
し
て
予
約
料
を
徴
収

し
て
い
る
診
療
」
が
「
診
療
日

直
前
」
に
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ

た
場
合
に
「
患
者
の
同
意
を
得

る
こ
と
で
」
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を

徴
収
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
―

と
い
う
の
が
今
回
の
変
更
点
で

す
。
つ
ま
り
、
選
定
療
養
費
の

報
告
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
、

予
約
制
で
あ
っ
て
も
保
険
診
療

で
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
徴
収
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

徴
収
の
要
件
・
注
意
点

　

キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
徴
収
す
る

条
件
は
前
述
の
と
お
り
で
す

が
、
予
約
料
の
徴
収
に
あ
た
っ

て
も
厚
生
局
へ
の
報
告
以
外
に

様
々
な
要
件
が
あ
り
ま
す
。
一

部
を
ご
紹
介
す
る
と
、
▽
予
約

診
療
以
外
の
診
療
時
間
を
２
割

以
上
設
け
る
、
▽
予
約
患
者
以

外
の
患
者
も
適
宜
診
療
を
行
う

（
２
時
間
以
上
待
た
せ
な
い
）
、

▽
予
約
料
を
徴
収
す
る
に
ふ
さ

わ
し
い
診
療
時
間
（
１０
分
程
度

以
上
）
を
確
保
す
る
、
▽
事
前

に
患
者
の
同
意
を
取
る
―
な
ど

で
す
（
詳
し
く
は
「
療
担
規
則

及
び
薬
担
規
則
並
び
に
療
担
基

準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
掲
示
事
項
等
」
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
）
。
こ
う
し
た
規

定
上
の
要
件
だ
け
で
な
く
、
予

約
に
金
銭
が
絡
む
こ
と
で
予
約

時
間
ま
で
に
患
者
を
診
療
で
き

な
か
っ
た
場
合
に
、
患
者
か
ら

ク
レ
ー
ム
を
受
け
る
リ
ス
ク
が

第28回循環器セミナー第28回循環器セミナー

みんなが納得する高血圧治療とは？みんなが納得する高血圧治療とは？
ガイドラインの活用法を探るガイドラインの活用法を探る

講師の樂木氏

医療ソーシャルワーカーが相談に応じます

医療費相談室
℡045-313-2225

14時～17時

相談無料

次
回
は 7

15
（水）

事前予約も承ります。地域医療対策部へご連絡く
ださい（℡045-313-2111）。※通話料がかかります。

医療政策研究室


